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皆さんは，“singularity”という言葉をご存知でしょうか？ 人工知能(AI)
が人類の知能を越える転換点，または，それらがもたらす世界の変化のこと
を言うそうです．AI や VR(ヴァーチャルリアリティ)技術，ロボット技術
などが急速に進化し，機械の知能が人間を超える日が近づいてきています．
医療の領域でも，内科診断学，放射線診断学，病理診断学に大きな進歩をも
たらすでしょうし，治療もエビデンスレベルと推奨度を参考にしながら選択
していけるようになるでしょう．そこで，singularity を念頭に置いて，わ
れわれ整形外科医は，よい部分を受け入れつつも整形外科医としてのアイデ
ンティティー，存在価値を死守していかねばなりません．いまから準備が必
要だと思っています．
さて，視座では，広島大学の安達伸生教授が，医学博士の学位を「足の裏

の米粒」に例えています．これは，おそらく古くから言われていることで
しょう．医学博士を取得すべく，大学院に入学する人が減少しているのは，
新たな初期研修制度が始まってから顕著になっています．医学研究は，医学
の進歩のためにはなくてはならないものです．私は若手医師に，「医学博士
の価値は？」と問われますと，即座に「医学の進歩に欠かせない研究をする
ことである！ 君の人生を賭けてみないか！」と，答えています．現状で
は，給料のアップや地位向上に即座につながるとは言いにくいのですが，専
門医取得とともに医学博士取得も，医師たちの何らかのインセンティブにつ
ながるようにすべきです．日本発の医学医療の発展を切に願うばかりです．
さらに本号でも，いつものように貴重な情報が満載されています．脊椎術

後のせん妄の危険因子の検討とスクリーニングの開発，新規 NSAIDs 貼付
剤 SFPP の長期投与時の有効性および安全性は，大いに実臨床に役立つと思
います．今や，臨床研究における統計手法は非常に重要ですし，上殿皮神経
障害による腰痛も知っておかないといけない領域です．3D プリンターによ
る brace の作成，今，注目を集めている脊髄損傷に対する骨髄間葉系幹細
胞の経静脈的移植療法，慢性疼痛の治療戦略などでは，最先端に触れていた
だくことができます．そして，臨床経験や症例報告でも貴重な論文が掲載さ
れ，日常診療に役立つことと思います．
春の足音とともに，心機一転，本書を熟読しながら鋭気を養っていただけ

れば幸いです． (土屋弘行)
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